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池袋キャンパス AVサポート 

 

1. 概要 

データは以下より集計した。 

・機器貸出  ８号館メディアセンター、５号館および 12 号館講師控室の AV 機器貸

出台帳及び貸出予約システムのデータベース 

・システムおよびプロジェクターの利用状況 統合管理システム(FOMS)  

・ダビング  管理台帳 

  

2020 年度は新型コロナウィルス感染症の影響で、春学期授業開始が４月９日(木)か

ら４月 30日(木)に延期になった。そして授業回数を 14回から 12回に減らして、全て

オンラインで実施することになった。そのため、春学期の教室利用はほとんどなかっ

た。しかし、授業のオンライン巡回やヘルプデスクを通じて教員から寄せられる相談

では、動画の配信がうまくいかない、黒板や書画装置(OHC)に代わるものがないとい

う悩みが多かった。そこで、できるだけ教室の既設の機器を利用して、DVD や板書を

配信できる方法を考案した。 

秋学期は一部対面授業が実施されることになったので、14 号館と、本館及び６号館

の一部教室をスタジオ教室と称し、教務事務センターと連携をとりながら、教員が大

学でオンライン配信をしたり、ゼミを行ったりすることを補助した。 

更にこの経験をもとに、2021 年度の全授業対面での実施に向けて、全教室でのミッ

クス授業が可能になるよう、機器を構築、準備した。 

 

 

2. 利用状況 

(1). AV機器貸し出し状況 

オンライン授業に移行したこともあり、機器貸出はノート PCを除いて、前年度の半

分以下となった。 

特に職員もほぼ全員テレワークとなった４～６月は、ほとんど貸出はなかった。 

秋学期は大学での授業が一部再開されたこともあり、主にオンラインのための機器

であるノート PC、Web カメラ、スピーカーフォン（図表ではバウンダリーマイクに分

類）、ビデオカメラ、三脚および HDMI変換器が貸し出された。 

ノート PCについては、他部署のオンライン会議や、窓口でのオンライン問い合わせ

としても活用されたため、年間を通じて利用があった。 
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表１:2020年度月別機器貸出(３期比較) 
 

図１:2020年度月別機器貸出(３期比較) 

 

図２:機器別貸出(３期比較) 
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表２:機器貸出上位 25位(３期比較) 
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(2). サポート状況 

① 総合 

全体で、474件と前年度の約 1/5に減少した。 

表３:サポート(３期比較) 

 

図３:サポート(３期比較) 
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② 月別 

月別では年間を通してサポートは減少した。 

特に、授業が全面オンラインであった４月～７月とイベントが全てオンライン

か中止になった３月は、ほとんどない状態であった。 

一方９月～１月の秋学期と、卒業式の事前収録などがあった２月は 34～107 件

と前年度の 30～60％程度までに復活した。９月に説明会を２回開催し、ミックス

型授業の機器の取り扱いについて説明した。これによって、教員にもミックス型

授業の具体的なイメージを抱いてもらえたと考えられる。特に演習型の場合はス

ピーカーフォンと Web カメラの貸出でそれが可能になることを伝えられた。その

結果、当日の個別サポートだけではなく、一部は事前貸出予約に移行することが

できた。 

表４:月別サポート比較(３期比較) 
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図４:月別サポート(３期比較) 

 
授業・授業以外で比べると、授業サポートは 252 件、授業外サポートは 220 件

で、どちらも前年度の 1/5 程度であった。サポート数自体は減少したものの、授

業での 1 件あたりにかかる時間はこれまでよりずっと長く、中には前後の説明も

含めて４時間以上にわたるものもあった。特に学期開始直後の９月、10 月がその

ような状態であった。授業外ではキャリアセンターや国際センターの中継録画や

配信がなくなったため、大きく減少した。 

夏休み期間の８、９月に、集中講義のサポートが 10件あった。このうちの一つ

が、DVD の動画を対面及びオンラインの学生の両方に見せ、その後ディスカッシ

ョンをしたい、というまさにミックス授業で動画共有という課題が満載されたも

のであった。この頃は Zoom や Meet での動画配信は、画面のフリーズやコマ落ち、

音声が途切れるなどの問題があった。特にスマートフォンで視聴する学生には難

しかった。そこで担当教員と話し合いながら、教室もタイプごとに最善の方法を

模索した。 

まずは、簡易操作卓の 1203 教室で、DVD を再生しているスクリーンの画面をビ

デオカメラで丸ごと映して、音声はスピーカーフォンで拾うというものであった。

この場合、ビデオカメラの映像は Zoomの「ビデオ」として、スピーカーフォンの

マイク音を「音声」として認識するため、学生側へのネットワークの付加は少な

く、スムーズに配信できた。 

次に、これをもっと大画面で見せたいという要望から、D201 教室で同様のこと

を行った。 

しかし、スクリーンを映す際に画面が傾くことなく映すためには、ビデオカメ

ラを設置する際に細心の注意と時間が必要であった。また、音声は教室のスピー

カーから出る音をマイクで拾うので、音の強弱によっては聞き取りにくかったり

もした。加えて、DVD を鑑賞した後はオンラインの学生も交えてディスカッショ
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ンをしたいという要望があったことから、音声はスピーカーフォンで拾うのでは

なく、ミキサーから出力するという方法をとった。一方映像のほうは、スイッチ

ャーから出力できるようにした。 

これにより、オンラインの学生には教室で見える画像と同じものを視聴できる

ようになった。 

この時のサポートの経験が、秋学期や 2021年度のミックス型授業構成に役立つ

こととなった。 

表５:授業・授業外別サポート (３期比較) 

 

図５:授業・授業別サポート月別比較(３期比較) 
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③ 内容別 

a. 使用説明および設置 

常設 PCを除いては、年々増加していた中継録画や遠隔講義がほぼなくなり、

代わって Web カメラ、スピーカーフォン(YVC330、CS700)などの機器と Zoom や

Meet の配信アプリについてのサポートが主となった。Meet よりも Zoom の利用

者が圧倒的に多く、マイクやビデオの設定、予め作成した Zoom への学生の招

待、待機室の解除などの説明が多かった。また、Zoom 自体がアップデートを繰

り返すため、仕様がそのたびに変わった。 

件数は少なかったが、月別の項で述べたように、１件当たりのサポート時間

が長くかかった。 

表６:機器別使用説明および設置(３期比較) 

 

図６:機器別使用説明および設置(３期比較) 

 

b. 操作ミス 

使用説明および設置と傾向は同じで、操作ミスは減少した。秋学期は Zoom利

用者が多かったため、Zoomでのマイクやビデオの設定ミスが目立った。 

表７:機器別操作ミス(３期比較) 
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図７:機器別操作ミス(３期比較) 

 

c. 機器トラブル 

トラブルも他と同様、機器利用が少なかった分、発生数は減少した。 

表８:機器トラブル(３期比較) 

 

図８:トラブル内容(３期比較) 
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表９:機器別トラブル(３期比較) 

 

図９:機器別トラブル(３期比較) 
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(3). 窓口電話受付 

春学期は、窓口を閉室にしていたため、記録は存在しない。秋学期は月 50件弱程度

の問い合わせがあった。 

 

表 10:月別受付内容比較(３期比較) 

 

図 10:月別受付内容(３期比較) 
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(4). システム利用状況 

① システム 

サポート同様、春学期(前期)は授業がなかったため、動作点検で使用するぐらい

のものであった。 

後期は一部の授業が教室で再開したものの、使用される教室は限られていたため、

前年度の約 13％にとどまった。同様にプロジェクターの利用も減少し、前年度の

６％程度であった。ソース別にみると、これまで最も使用されていた「常設 PC＝

RGB」に替わり、「外部 HDMI」が 1位になった。Zoomや Meetの利用のため、配信用

の PCは、主に HDMI接続を用いるようになったためである。 

 

表 11:システム稼働時間(３期比較) 

 

図 11:システム稼働時間(３期比較) 
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表 12:月別システム稼働(３期比較) 

 

図 12:月別システム稼働(３期比較) 

 

表 13:月別プロジェクター稼働時間(３期比較) 
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図 13:月別プロジェクター稼働時間(３期比較) 

 

② 収録配信実績 

イベント類が殆どオンラインに変わったため、教室内カメラを用いての収録は

ほとんどなかった。 

表 14:月別収録配信(２期比較) 

 

図 14:ソース別収録配信(２期比較) 
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(5). ダビング 

受付数は前年の約 23％、作成数は約 38％であった。 

主に、オンライン授業で使用するための VHSの DVDへの変換であった。 

① 受付数 

表 15:月別ダビング受付数(３期比較) 

 

図 15:月別ダビング受付数(３期比較) 
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② 作成数 

表 16:月別ダビング作成数(３期比較) 

 

図 16:月別ダビング作成数(３期比較) 
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表 17:ソース別ダビング作成数(３期比較) 

 

図 17:ソース別ダビング作成数(３期比較) 
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(6). 動画作成 

大学行事がこれまでのように大学では開催できずにオンライン化したため、前年度

に続き、動画コンテンツの作成依頼が多くあった。 

2020 年度の入学式は前年度に撮影・編集を行ったが、秋季卒業式及び入学式、2020

年度卒業式、2021年度入学式はいずれも緊急事態に備えて、事前の収録を行った。 

また、教育懇談会、2021 年度オリエンテーション、新任教員向けオリエンテーショ

ンなども複数学部の依頼を受けて撮影した。 

中でもおよそ２か月かけて撮影・編集したクリスマス・イブ礼拝は、池袋・新座キ

ャンパスの礼拝堂はもとより、小学校の諸天使礼拝堂も含めて撮影する大掛かりなも

のであった。時節柄、生徒や学生の合唱や演奏のすべてを撮ることはできなかったが、

それに関してはスコット・ショウ先生からデータを提供していただいた。本来は 12月

24 日にそれぞれのチャペルで執り行われる礼拝が、コンテンツを制作したことで、礼

拝の内容やそれぞれの団体の活動を同時に視聴することができ、予想以上の収穫であ

ったと、チャペル関係者にも大いに感謝された。 

 

主な作成は以下の記載のとおりである。 
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表 18: 2020年度主な動画作成 
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(7). 2020年度大学行事他 

先に述べたように、大学行事がほとんどオンライン開催する中で、一部の行事はキ

ャンパス内で執り行われた。例えば、2020 年度学位記授与式は、タッカーホールで卒

業生のみ出席して執り行われた。例年保証人は８号館サテライトにて視聴していただ

いたが、今回は YouTube ライブ配信となった。 

表 19: 2020年度主な大学行事 
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3. 2020年度まとめ 

新型コロナウィルス感染症の影響は、2020 年内に収まるどころか日が経つにつれて

一層深刻さを増し、これまでの授業やイベントの運営方法を根本から見直すこととな

った。 

このような状況下で、どのようにすれば授業の進行の手助けができるか、サポート

をしながら試行錯誤を重ねた。Zoom や Meet 等 Web 会議自体は元々会議のためのツー

ルであるため、教室での授業に必ずしもマッチした仕様ではない。また急激な需要の

高まりで、度々アップデートされるため、仕様が変わる。さらに、Web 会議システム

を授業で快適に利用するための機器はそう多くは開発されていない。これらの条件の

もと、最も準備に時間がかからず、操作が簡単で、十分な映像と音声を配信すること

ができることを念頭に、機器の構成を考案した。 

今後オンラインがなくなることはなく、ソーシャルディスタンスをとりながらの対

面や、ミックス型での授業が新たなスタンダードとして浸透していくだろう。 

このような新しい授業運営方法を円滑に実施するためにも、最新の機器導入の提案

とサポートを手厚く講じる必要がある。しかし、それらに費やすコストやリソースに

も限界があるため、既存のリソースを活用しながら、サービスレベルの向上を目指す

方法をも日々模索していかなければならない。 

 


